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「夏になると飲みたくなる飲み物は何ですか？」と聞かれると、キンキンに冷えたビール！

と答える人はとても多いでしょう。 

ビールの誕生については諸説あり、紀元前 8000～4000 年までさかのぼるといわれ、文明と

ともに古くから人々に親しまれていたのは確かなようです。 

古代エジプトでも、ビールはファラオ（王様）から庶民まで広く飲まれ、ビール作りの様子を描

いた壁画やビール醸造所の模型など、ビールに関する記録が多く残っています。 

わが国にビールが入ってきたのは英米の船が来航してからのことです。 

日本人による醸造は、1853 年に蘭学者の川本幸民が、江戸の露月町の私宅で醸造実験を行った

のが最初とされ、これが日本でのビール醸造の起源といえるでしょう。 

産業としては、1869 年当時の品川県知事であった古賀一平が土佐藩屋敷跡にビール工場を建造し

製造を開始したのが最初とされます。明治 23 年の大びん小売価格は 18 銭。現在の価値にすると

約 3800 円。もりそば 1 杯が 1 銭の当時では高嶺の花で、一般家庭の晩酌で飲まれることはほと

んどありませんでした。カフェやビアホールで飲まれるようになったのは大正時代。      

昭和 30～４０年、高度経済成長が進展するに連れて庶民が飲む一般的な酒へと変移しました。 

私達の食卓や生活に欠かせないビールには深～い歴史があったんですね⊂(--＊ )ゴクゴク 


